
沖縄県の郷土料理「にんじんしりしり」
「にんじんしりしり」は、シリシリ器という大きな穴

のおろし金でついた人参やツナを炒めて卵でとじた沖縄

県の郷土料理です。にんじんしりしりは、人参と卵とい

うシンプルな常備食材で手軽に作れ、彩りが美しく、さ

らに栄養面でも優れています。炒めることで人参の甘み

を生かし、卵でとじることから独特の臭みを感じにくい

仕上がりになるため、大人はもちろん子どもでも食べや

すいのが魅力です。ちなみに、沖縄県の人参の消費量は

日本一を誇っています。給食では、春雨やニラを入れて

アレンジしたレシピになっています。

７日はかみかみ献立です。たけのこやごぼうなど

かみごたえのある食品をたくさんつかっています。

よくかんで食べましょう！

今月の目標

能率的な配膳を工夫し、協力し合おう

６月

６月４日～10日は「歯と口の健康週間」です。これは、歯と口の健康に関する正しい知識を身に付けるこ

と、むし歯などの予防や治療をして、歯の寿命を延ばし、健康でいられることを目的としています。いつま

でも自分の歯でおいしく食べられるように、歯を大切にしていきましょう。

与一くんランチとは･･･大田原市でつくられたお米や白美人ねぎ、春香う

ど、天狗にらなどの野菜、栃木県産の牛乳、小麦、いちごなど私たちが住んで

いる地元でとれた、安全で新鮮なおいしい食材を使ってつくられた献立です。

与一くんランチは、栃木県民の日がある6月と、学校給食週間がある1月

にでます。

お米や野菜、乳牛やブランドポークなどの家畜を育ててくれた農家のみなさ

ん、料理を作ってくれた調理員のみなさん、この献立にかかわってくれたみな

さんへの感謝の気持ちや食べものを大切にする気持ちを学び、わたしたちが生

まれ育った栃木県、大田原市の味を楽しみましょう。


